
第２回 地域づくり部会 会議概要 

日 時 令和 3 年 5 月 27 日（木） 午後 3 時 20 分～午後 4 時 10 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 大ホール 

出 席 委 員 
神田委員、五十嵐委員、本間委員、阿部委員、清水委員、鶴巻委員 
皆川（英）委員、中嶋委員、佐久間委員、皆川（靖）委員 

欠 席 委 員 横山委員 
事 務 局 
関 係 課 

落合建設課長、古寺北出張所長、 

地域総務課（中川補佐、菊地係長、神田副主査、伊藤主査） 

会 議 要 旨 

１ 令和３年度自治協議会提案事業「めざせ防災力向上！」について 

 第 1 回の振り返りを行った。 

 振り返りをもとに、事業のたたき台として「北区ぼうさいフェス‼（仮）実施計 

画案」を事務局から提示して委員から意見交換を行った。 

〔主な意見等〕 

・この案は昨年に提案した趣旨と合っていてよい。楽しく参加できる防災訓練が

よい。 

・小さい子供を対象としているため、意識啓発をしていける。若い親子が喜んで

参加してくれそう。 

・子育て世帯や女性など新しい視点で行いたい。意識啓発は重要。子供を対象と

しているので PTA や育成会にも案内していったほうが良い。 

⇒提案事業の方向性はこの案のとおりとなった。 

 

 続いて、各地域の防災訓練の状況について意見交換を行った。 

〔主な意見等〕 

・若い世帯の参加者増加をねらって以前ゴーカート乗り場を作ったことがある。 

・学校と地域が一緒になってやっている。中学生には独居老人の手助けをお願い

している。 

・学生にもアプローチは行っている。 

・防災訓練を行っても 20 歳未満の方は一人しか来なかった。 

・ボランティア部の学生が参加してくれている。 

 

２ 今後のスケジュール案について 

 6 月 内容の検討、イベントの概要の検討。 

 7 月 イベント内容の決定、役割分担 

 8 月～10 月 細部の検討 

 11 月 事業の実施 

⇒次回は内容の検討、イベントの概要の検討を行うこととした。 

 

以上 
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第 2 回 福祉教育部会 会議概要 
 

日時 令和 3 年 5 月 27 日（木） 午後 3 時 10 分～午後 4 時 

会場 北地区コミュニティセンター 講座室 2 

出席

委員 
有田委員、樺山委員、藤原委員、本間(啓)委員 4 人 

欠席

委員 
神田(恭)委員、清水(博)委員、山田委員、斉藤委員、藤沢委員、遠藤委員 
6 人 

事務

局 
柬理課長(地域総務課)、高山課長（健康福祉課）、寺崎館長（豊栄地区公民館）、

小林教育支援センター長、佐藤・深沢（地域総務課） 

会議

要旨 

1.  令和 3 年度自治協議会提案事業「あったか言葉っていいね」について 
 事務局から資料に基づき説明がありました。 
・事業選定に至った経過 
・今後のスケジュール 
・事業の企画シートの提出について 
 
【主な意見等】 
・言葉だけを募集しても、人によって受け止め方が違う。シチュエーション

も含めて募集してはどうか。 
・こういう場面でかけられてうれしい言葉の方がイメージしやすい。 
・登校の見守りボランティアをしている。「おはよう」と声をかけて帰ってく

れば元気だとわかる。 
・部門を設けてはどうか。子ども部門、親子部門など 
・あったか言葉というと「ありがとう」というイメージがある。自分はよく

使うようにしているが、返ってこないことも多い。 
・助け合いというのは相互がつながることが大事。知らない人に「助けて」

はなかなか言えない。 
・たとえば TWITTER の 140 文字以内で募集し、発信は SNS を使う 
 
 欠席者も多かったため、企画シートを配布し、各自考えて 6 月 16 日まで

に事務局に提出、次回の部会にて確認しながら引き続き検討することとした。 
 
 

 



第 2 回 自然文化部会 会議概要 
 

日時 令和３年５月 27日（木曜） 午後 3 時 15 分～午後 4 時 30 分 

会場 北地区コミュニティセンター  

出席委員 
伊藤部会長、渡邉副部会長、小日向委員、前田委員、山賀委員、本田委

員 

欠席委員 平松委員、大島委員、柳委員 

事務局 

関係課 

産業振興課（山際課長、村山係長）、区民生活課（高橋課長）、地域総

務課（長谷川課長補佐、伊藤副主査） 

会議要旨 

１．福島潟魅力ＰＲ動画（春～夏編）の進捗について 

 三条高校吹奏楽部に演奏依頼。6 月 6 日収録予定。 

 

２．令和３年度自治協（自然文化部会）提案事業について 

「北区自然の魅力発信事業」 

 

（１）事業の進め方等について意見交換 

①事業の方向性を決めて、必要に応じてテーマに沿った視察等 

を行う。 

②予算 1,000 千円を有効活用した事業を今年度中に実施する。 

 内容 単位：千円 

１ 福島潟ＰＲ動画制作及びＤＶＤ作成 200 

２ 未定（今後検討） 800 

  1,000 

 

（２）事業の方向性について意見交換 

①福島潟ＰＲ動画の積極的な活用 

 ・インターネットで公開（にいがたシティチャンネル） 

・DVD を公共施設や学校等へ配布 

（配布先・説明資料の同封等） 

・集客を見込めるイベント等との連携 

②地域に埋もれた新名所の発掘、創出 

・「ひょうたん池」「十二潟」「内沼潟」の紹介動画を視聴 

③文化講演会の実施 

・北区郷土博物館との連携     など 

 

（３）次回部会までの作業 
  各委員が、今回の意見交換や「北区のお宝マップ」等を参考

に事業を考え、次回部会で発表・意見交換を行う。 
  ※事前に事務局へ資料を送付いただければ、当日印刷し配布

できます。円滑な部会進行にご協力ください。 
 
 

 


